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私は、下記の事項について誓約します。

・虚偽又は不正が判明した場合は、補助金の返還等に応じます。
・鹿島商工会議所から検査・報告の求めがあった場合は、速やかにこれに応じます。
・業種に係る営業に必要な許可等を全て有しており、それを証明するものを添付します。
・本事業において取得した所定の財産等において、減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和40年大蔵省令第15号）に定められている耐用年数期間内での目的外使用、譲渡、担保提供、廃棄等は致しません。
・自己又は自社若しくは自社の役員等が、次のいずれにも該当する者ではありません。また、次に掲げる者が、その経営に実質的に関与している法人その他の団体又は個人ではありません。
ア　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）
イ　暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
ウ　暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者
エ　自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもって暴力団又は暴力団員を利用している者
オ　暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、直接的若しくは積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者
カ　暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
キ　暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者

・事業計画の内容は以下に掲げる事業には該当しません。
ア　公募要領にそぐわない事業
イ　事業の実施の大半を他社に外注又は委託し、企画だけを行う事業
ウ　建築又は購入した施設・設備を自ら占有し、事業の用に供することなく、特定の第三者に長期間賃貸させるような事業
エ　公序良俗に反する事業
オ　風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条に規定する風俗営業事業
カ　政治団体、宗教上の組織又は団体による事業
キ　重複案件　　同一事業所が当該補助金に複数申請を行った場合の２件目以降の申請分
ク　他の申請者が提出した申請書の内容と酷似している申請
ケ　申請時に虚偽の内容を含む事業
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· 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条に規定する風俗営業事業の許可を取得して
いない、または営業実態は風営法第２条に規定する事業ではありません。（必ず一読し、□に✔を付してく
ださい）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名（自筆）：　　　　　　　　　　　　　　　　
